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令和 8 年度 第 35 回全国女性建築士連絡協議会（東京） プログラム（案） 

未来へつなぐ「まち・ひと・建築」 

～ 対話から生まれるかたち ～ 

 

令和 8 年 7 月 19 日（日） 

全国女性委員長（部会長）会議 

12：00～13：30       於：日本建築学会建築会館ホール/ＺＯＯＭ 

 

令和８年度 第 35 回全国女性建築士連絡協議会（東京） 

                       

[受 付] 13：45～14：00  於：日本建築学会建築会館ホワイエ／ＺＯＯＭ 

 

[開会式] 14：00～14：20  於：日本建築学会建築会館ホール／ＺＯＯＭ 

・開会の辞 

・主催挨拶          公益社団法人 日本建築士会連合会会長     

・委員会担当副会長挨拶  公益社団法人 日本建築士会連合会副会長    

・委員長挨拶、運営説明   公益社団法人 日本建築士会連合会女性委員長 

 

＝ 休憩 14：20～14：30 ＝ 

 

[活動報告] 14：30～15：00（30 分）（各 15 分×2） 

・京都府建築士会「古民家の押し活を通じて地域の魅力発信」（15 分）  

・長野県建築士会「信州環境ＥＣＯコンテスト」（15 分） 

[被災地報告] 15：00～15：15（15 分） 

・宮城県建築士会「被災から 15 年『記憶の中の住まいプロジェクト』の活動」（15 分） 

 

＝ 休憩 15：15～15：30 ＝ 

 

[基調講演・質疑応答] 15：30～17：00（90 分） 

「対話が紡ぐ環境デザイン 未来へつなぐ風、光、熱のかたち」 

・講 師  建築家・ＳＵＥＰ. 末光弘和氏＋末光陽子氏 

 

＝ 休憩（換気）17：00～17：15 ＝ 

 

［交流会］ 17：15～18：30（75 分）   於：日本建築学会建築会館 ホ－ル 

・ワンバイワン 17：15～18：00    

・交流会    18：00～18：30 
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令和 8 年 7 月 20 日（月祝）                       

             

[分科会] 9：00～11：00（120 分）  於：日本建築学会建築会館 3 号館 3・4 階／ＺＯＯＭ 

・Ａ分科会「建築と経営・不動産のあいだ〜私たちの職能をアップデートする～」 

司 会 者 : 吉田 幸恵 （北海道建築士会） 

          松田まり子（沖縄県建築士会） 

   ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 高橋寿太郎 （創造系不動産） 

・Ｂ分科会「建築教育の裾野拡大・次世代育成 〜人と人のつながりからの学び〜」 

司 会 者 : 大泉みどり（山形県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 志田文子・町田裕子（岩手県建築士会） 

 斎藤公美（MCL 盛岡情報ビジネス＆デザイン専門学校） 

・Ｃ分科会「次の世代にのこすために〜後藤織物総合調査のこれまでとこれから〜」 

司 会 者 : 萩原 香  （群馬建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 久保田眞理子（群馬建築士会） 

・Ｄ分科会「『NPO 日本バリアフリーコーディネーター協会』の活動」   

司 会 者 : 長瀬八州余（岐阜県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 桂川 麻里（岐阜県建築士会） 

・Ｅ分科会「鉄道好き集まれ！駅舎の利活用から広がるまちづくり」 

司 会 者 : 畠中みか（和歌山県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 笠木 和子（京都府建築士会） 

・Ｆ分科会「災害に備えて建築士が今、繋がる」 

司 会 者 : 渡辺 睦 （岡山県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 満原 早苗（佐賀県建築士会） 

山本 周（建築プロンティアネット北陸）  

 

＝ 全体会会場へ移動 11：00～11：15 ＝ 

 

[全体会]  11：15～12：00（45 分）  於：日本建築学会建築会館ホール／ＺＯＯＭ 

・分科会報告（3 分×6 分科会）                 各分科会司会者 

・全体総評（3 分）                      連合会女性副委員長  

・令和 8 年度第 35 回全国女性建築士連絡協議会アピール(3 分)  連合会女性委員長 

・第 66 回全国大会ぐんま大会参加のご案内（5 分）           群馬建築士会 

・令和 9 年度第 35 回全国女性建築士連絡協議会（神奈川）参加のご案内（3 分） 

神奈川県建築士会女性委員長 

・閉会の辞 
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令和８年度 第 35回全国女性建築士連絡協議会（東京） 

開催案内図 

7月 19日（日）  

・全国女性委員長（部会長）会議        12:00～ 13:30    日本建築学会（建築会館ﾎｰﾙ） 

・令和８年度 第 35回全国女性建築士連絡協議会 14:00～ 17:00   日本建築学会（建築会館ﾎｰﾙ） 

 ・交流会                   17：15～18：30   日本建築学会（建築会館ﾎｰﾙ） 

7月 20日（月祝） 

・分科会 9:00～11:00 日本建築学会（建築会館）  

A分科会  会場未定                 D分科会  会場未定 

B分科会  会場未定                 E分科会  会場未定 

C分科会  会場未定                F分科会  会場未定 

・全体会 11:15～12:00 日本建築学会（建築会館ホール）  

 ※ 分科会の会場については、各分科会の参加者数が確定後に発表いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《最寄り駅》JR 田町駅、都営三田線・浅草線三田駅 

■ JR 田町駅より徒歩 3 分 

■ 都営三田線・浅草線三田駅より徒歩 3 分 

日本建築学会（建築会館ホール 他） 

全国女性建築士連絡協議会・全体会・

分科会会場 

 
●読売理工医療

福祉専門学校 
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令和８年度 第 35回全国女性建築士連絡協議会（東京）分科会概要一覧 

 

分科会名称 コメンテーター 概 要 

Ａ分科会 

建築と経営・不動産の

あいだ〜私たちの職能

をアップデートする～ 

高橋寿太郎 

（創造系不動産） 

 

 

「建たない時代」と言われる今、私たち設計士はどう

動けばいいのでしょうか？ 今回は、建築×経営、さら

に建築×不動産のあいだにある「壁」を取り払い、新

しい価値を生み出し続けている創造系不動産の高橋寿

太郎さんをお迎えします。高橋さんの著書『設計者の

ための建築不動産コンサルティングのはじめかた』に

ある「不動産思考」は、これからの実務に欠かせない

ヒントが満載です。さらに、大人気のオンラインスク

ール「建築と経営のあいだ研究所」で見せてくれる、

型にはまらない建築家たちの多様な生き方は、私たち

の可能性を大きく広げてくれます。 

この分科会では、高橋さんの知見をスパイスに、女性

建築士だからこそできる「自分らしい働き方」や「強

みの活かし方」を参加者みんなで語り合えたらと思い

ます。  

建築×不動産のコラボが拓く未来、そして私たちにし

かできない社会への関わり方を、もっと自由に、もっ

と欲張りに、これからのキャリアを一緒に考えていき

ましょう。 

 

Ｂ分科会 

建築教育の裾野拡大・

次世代育成 

〜人と人のつながりか

らの学び〜 

志田文子 

町田裕子 

（岩手県建築士会） 

 

斎藤公美 

（MCL 盛岡情報ビジ

ネス＆デザイン専門

学校）リモート予定 

 

 

子育て世代の女性建築士が、子ども連れでも参加でき

る環境を目指して企画した「ダンボールハウスワーク

ショップ」が活動の出発点です。この取り組みは段階

的に発展し、北上市ひきこもり地域支援センター事業

所での開催や、盛岡市内の専門学校デザイン科との共

同開催へとつながっています。 

また、家庭科講師を兼任する建築士との人的ネットワ

ークを通じて、中学校から家庭科出前授業の講師派遣

依頼を受け、「パズルで住まいを考えよう」というプ

ログラムを授業内で実施するなど、教育現場との連携

も具体化しています。 

当初は小規模な活動でしたが、人と人とのつながりを

通じて各種学校との連携へと発展しています。建築教

育の裾野拡大と次世代育成に寄与するとともに、私た

ち建築士にとっても、子どもの発想や学生たちの感覚

から学ぶ貴重な機会となっています。 

参加者の皆さんと次世代を担う子どもたちの「今」を

共有し、今後の若い世代との交流のあり方について考

えていきたいと考えています。 
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Ｃ分科会 

次の世代にのこすため

に 〜後藤織物総合調

査のこれまでとこれか

ら〜 

久保田 眞理子 

（群馬建築士会） 

群馬県桐生市には、近代の桐生を代表する産業、絹織

物業に関わるノコギリ屋根の工場など、江戸後期から

昭和初期にかけて建てられた特色ある建造物が現存し

ています。その桐生市にある『後藤織物』は、創業明治

3 年。工場・主屋等の建築群が国登録有形文化財、日本

遺産、ぐんま絹遺産、近代化産業遺産に指定されてお

り、この建築群の構成が織物生産のシステムをそのま

ま現わしています。現在の所有者は、民間企業が出資

しあって起ち上げた会社で、桐生の有形文化財を未来

へ継承するための活動をしています。その活動として

後藤織物総合調査が数年前から行われています。調査

にあたっては、建築関係者だけでなく多様な人々が関

わり、活動の節目ごとに、公開報告会を行っていま

す。 

この総合調査に加わって活動した内容、これまでの地

域での歴史的建造物の調査の経験、さらに、一昨年に

は、台湾・大渓に行き、古い建造物を活かすまちづく

りを体感し学んできたことなどについて、お話ししま

す。 

歴史的建造物である後藤織物総合調査をとおして、次

の世代にのこすために、これからを考えます。 

 

Ｄ分科会 

「ＮＰＯ日本バリアフ

リーコーディネーター

協会」の活動 

 

 

※オンライン配信はあ

りません 

桂川 麻里 

（岐阜県建築士会） 

特定非営利活動法人日本バリアフリーコーディネータ

ー協会(以下「BFCD協会」と表記)の活動 

令和６年２月に設立した協会で、医療・福祉機関、大

学、公設試験研修期間と連携し、生活空間や福祉用具

などをシュミレーションして、誰もが安心して暮らせ

るまちづくり・住まいづくりを総合的に研究し、バリ

アフリーを通じて社会の健全な発展に貢献することを

目的とし、更に BFCD 協会の相互親睦を深め、情報交換

や研修の場を提供し、職能の向上を図り、品性を磨

き、他分野と協力して社会に貢献することを目的とし

て活動しています。 

BFCD 協会の内容及び活動の一環である、利用者自らが

利用可否を判断できるバリアフリー情報を提供してい

る「ＩＫＫＥＬ(イッケル)」についてもお話します。 

現在会員 35 名のうち 33 名が埼玉･東京･岐阜･静岡･愛

知･滋賀･京都･大阪･和歌山･島根･熊本･沖縄の建築士会

委員です。興味を持った方と一緒に活動していきたい

です。 
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Ｅ分科会 

鉄道好き集まれ！ 

駅舎の利活用から広が

るまちづくり 

 

笠木 和子 

(和歌山県建築士

会、紀伊中ノ島倶楽

部代表) 

 

 

 

 

 

 

紀伊中ノ島倶楽部 

インスタグラム 

 

 

 

 

 

駅舎情報の投稿 

今、全国のＪＲで無人駅は約 4000 件あり、利用者数

が極端に少ない駅の廃止・統廃合が進行しています。

経営を考えると仕方がない事なのかもしれませんが、

駅舎は人々の暮らしの記憶が凝縮されているもので、

地域の顔・原風景となっている駅舎も数多く存在しま

す。 

和歌山市にあるＪＲ紀伊中ノ島駅もその一つで、昭和

10 年築のモダンな木造駅舎と古レールを使用したホー

ム屋根が特徴の歴史的建造物です。駅舎は老朽化を理

由に解体撤去される予定でしたが、地元住民や駅舎の保

存・活用を考える仲間(紀伊中ノ島倶楽部)の保存運動に

より駅舎は残る事となり、現在は持続可能な利活用を

模索中です。 

分科会では一連の活動について報告頂くと共に、皆

様から全国の残したい魅力ある駅舎や、すでに利活用

が始まっている駅舎についての情報を募集し、情報交

換できる分科会にしたいと思っています。ご当地自慢

の駅舎情報の投稿(特にＪＲ)、お願いいたします！ 

 

※投稿は下記のグーグルフォームからお願いします。 

(左のＱＲｺｰﾄﾞからもアクセスできます) 

https://forms.gle/RBf4DLanRk8HuLza8 

 

Ｆ分科会 

災害に備えて 

建築士が今、繋がる 

満原 早苗 

（佐賀県建築士会） 

 

山本 周 

（建築プロンティア

ネット北陸）  

 

2016年熊本地震をきっかけに、九州の建築士のつなが

りにより【建築プロンティアネット】を立ち上げまし

た。主に西原村にて、応急危険度判定の翻訳作業や被

災建物の相談活動、現地の木工ボランティアとともに

仮設住宅での住環境改善に向けた支援などを行いまし

た。 

2019年の佐賀豪雨の際には、民間の災害ボランティア

センター立ち上げにも関わり、以降、佐賀での経験を

元に九州圏内で発生した豪雨災害等に対し、現地での

相談やオンラインで各地の建築士に向けた初動活動へ

のアドバイスを行いました。 

2024年の能登半島地震では、石川の建築士有志による

【建築プロンティアネット北陸】が設立され、遠隔で

サポートも行っています。 

建築士が横につながり情報共有すること、また、他業

種他団体ともつながり関わっていく重要性などを事例

とともにお話しし、災害に対して私たちには何ができ

るのか一緒に考える場にしたいと考えています。 

能登での取り組みや現状について、建築プロンティア

ネット北陸の建築士もオンラインにて登壇予定です。 

 

https://forms.gle/RBf4DLanRk8HuLza8

